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Abstract

ここに概要を記入します．言語は日本語・英語ど

ちらでも構いません．本稿では，人工知能学会

AI チャレンジ研究会の LATEXスタイルファイル

について述べます．これはスタイルに従った原

稿です．

1 はじめに

この文書をご参照の上，原稿をお作り頂きますようお願

いします．この手引きは LATEX用スタイルファイルの使

い方を説明したもので，これ自体もサンプルとなってい

ます．

2 全般的事項

2.1 ファイル形式・サイズ

Adobe(R) PDF（Portable Document Format）形式 の

ファイルを提出してください．その他の形式での提出は

受け付けませんので，ご注意ください．提出は CFPで指

定されたメールアドレスに添付して送付をお願いします．

ファイルサイズは任意ですが，3MB 以下を推奨します．

また，ファイル名の拡張子は .pdf にしてください．ペー

ジ番号を PDFに追記しますので，暗号化などせずに編集

可能な状態でお送りください．

2.2 原稿枚数

下記指定フォーマットでA4用紙です．ページ数は決まり

はありませんが，6～8ページくらいにしていただければ

と思います．

2.3 箇条書きについて

箇条書きについては以下のようにしてください．

1. サンプル 1

Sample Image

図 1: Sample Image

表 1: Sample Table

サンプル 1 サンプル 2

サンプル 3 サンプル 4

2. サンプル 2

3. サンプル 3

• サンプル 1

• サンプル 2

• サンプル 3

2.4 図と表について

図・表は，印刷しても問題ない程度の解像度を持つよう

にご留意ください．図・表のキャプションは英語にして

いただくようお願いします．図は Figure~\ref{ }と，表

は Table~\ref{ }と参照してください．例えば Figure 1，

Table 1となります．



2.5 脚注

脚 注 は ，下 に あ る 例 の よ う に1通 常 の LATEX

（[Lamport 86]）の書き方である\footnote{ } を

使って書きます．

2.6 参考文献

j(-)article.cls(sty)（欧文論文の場合は article.sty(cls)）が

用意しているものを使うことになります．著者名，文献

名，ジャーナル（出版社），発行年など，イニシャル，略

語のスタイル，記載順などは人工知能学会論文誌の規則に

従ってください．jbibtexを使う場合は論文誌用の LATEX

スタイルファイルと同時に配布されている “jsai.bst”を使

うことをお勧めします．参照ラベルの \cite{ } も本文

中に [Knuth 84]のように書いて使えます．最後の部分に

参考文献のサンプルが添付してあります．

2.7 その他

通常のLATEXの組版と変わりありません．j(-)article.clssty

（欧文論文の場合は article.sty(cls)）で扱えるものはすべ

て使うことができます．

3 LATEX原稿のスタイル

論文のスタイルを統一するために，原稿はできるだけ付

属のスタイルファイルを使ってください．スタイルファイ

ルは以下のように指定してください．

\documentstyle[ppai-j]{jarticle}

“ppai.sty”は以上のように，標準で配布されるパッケー

ジである jarticle.sty，j-article.sty，jarticle.cls （欧文論

文の場合は article.sty，article.cls）を主のスタイルファイ

ルとして，それにオプションという形で使うように設定さ

れています．“ppai.sty”はタイトル部分，文字組の調整，

一部脚注の調整以外は行っていません．

3.1 “ppai.sty”を使うことで指定が不要なもの

“ppai.sty”を使えば，次の指定は必要ありません．

• ページ番号の書式

• マージン等の位置

• 用紙（A4）用紙

• 本文（2段組）

3.2 “ppai.sty”を使うことで指定が必要なもの

タイトル領域：“ppai.sty”の書き方のきまりは次のように

なります．

• タイトル：　
1この例が脚注です．

\title{

和文タイトル \\

{\normalsize\bf 欧文タイトル}

}

なお，欧文論文の場合は，単に

\title{欧文タイトル}

としてください．

• 筆者名（同一所属の場合）：　

\author{%

氏名 1, 氏名 2 \\

{\normalsize\bf Name1, Name2} \\

所属 1 \\

{\normalsize\bf Affil1} \\

email1, email2

}

なお，欧文論文の場合は，単に

\author{%

Name1, Name2 \\

Affil1 \\

email1, email2

}

としてください．

• 筆者名（所属が異なる場合）：

\author{%

氏名 1$^{\ast 1}$, 氏名 2$^{\ast 2}$ \\

{\normalsize\bf Name1$^{\ast 1}$, Name2$^{\ast 2}$} \\

所属 1$^{\ast 1}$, 所属 2$^{\ast 2}$ \\

{\normalsize\bf Affil1$^{\ast 1}$, Affil2$^{\ast 2}$} \\

email1, email2

}
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